
 

２月９日（木）「雪窓」（安房直子；作）より 

【屋台「雪窓」のおでん】 

山のふもとのおでんの屋台「雪窓」には、時々不思議なお客さんがやってきます。 

「三角のぷるぷるっとしたやつください。」 雪の降る寒いさむい晩、屋台に来た厚いコートのお客は言いました。 

「三角のぷるぷる」って？ お客さんは、なんとタヌキ！ おでんが大好きなタヌキは、おでん屋のおじさんの助手になりました。 

雪がどっさり積もったある晩、美しい娘がおでんを食べに来ます。 タヌキは「雪女だ！」と言いますが、おじさんは 10 年前に 

亡くなった娘の面影を重ねます。 表情豊かなタヌキに、やさしいおでん屋のおやじさん、いたずらっぽいオニの子どもたち。 

「雪窓」を舞台にした、おかしいけれどなぜかせつない不思議な物語に、山本孝さんの絵がお話の世界に広がりをもたせます。

今日の給食にも、タヌキの大好きな「三角のプルプルっとしたやつ」が入っていますよ。 

読み終わると心がホッと温かくなり、アツアツのおでんが食べたくなる「雪窓」。 冬の間にぜひ一度手に取ってみてください。 
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